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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

表
す
る
風
景
が
広
が
る
。
そ
ん
な
風
景
に
長
く
溶

け
込
ん
で
き
た
の
が
、
一
九
二
四
年
六
月
に
完
成

し
た
現
在
の
駅
舎
で
あ
る
。
訪
れ
る
と
、
明
治
神

宮
の
緑
を
背
に
、
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
様
式
の
木

造
軸
組
が
そ
の
ま
ま
外
壁
に
表
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
田
舎
町
に
あ
り
そ
う
な
駅
舎
が
健
在
で
、
外

国
人
旅
行
者
の
混
じ
る
多
く
の
人
々
が
行
き
交
う

何
気
な
い
風
景
が
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
映
る
。

　

資
料
な
ど
か
ら
そ
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、
い

か
に
こ
の
建
物
が
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
か
が
見
え

て
く
る
。
駅
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
原
宿
と
い

う
地
名
は
、
一
九
六
五
年
の
新
住
居
表
示
の
た
め

に
姿
を
消
し
た
が
、
も
と
も
と
は
鎌
倉
街
道
沿
い

の
宿
場
町
で
あ
っ
た
原
宿
村
に
始
ま
る
。
時
は
過

ぎ
明
治
期
に
入
る
と
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
背
景

に
一
九
〇
九
年
に
代
々
木
練
兵
場
が
開
設
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
の
農
業
や
水
車
業
が
衰
退
す
る
。
か

わ
っ
て
、
こ
の
地
は
、
明
治
神
宮
の
造
営
と
い

う
国
家
的
事
業
に
よ
り
近
代
化
が
進
ん
で
い
く
。

一
九
一
五
年
に
着
工
し
、
五
年
の
歳
月
を
か
け
て

一
九
二
〇
年
に
完
成
し
、
併
せ
て
表
参
道
も
竣
工

す
る
。
そ
し
て
、
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
の

　

二
〇
二
〇
年
の
東
京
五
輪
に
向
け
て
何
か
生
き

急
い
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
と
し
か
思
え

な
い
の
は
、
こ
こ
数
年
来
、
東
京
で
近
代
建
築
の

取
り
壊
し
が
相
継
い
で
い
る
か
ら
だ
。
記
憶
に
新

し
い
の
は
、
こ
の
連
載
で
も
取
り
上
げ
た
国
立
競

技
場
（
一
九
五
八
年
）
や
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
（
一

九
六
二
年
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
一
九
六
四
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
建
設
さ
れ
、
戦
後
復
興

の
記
憶
を
刻
ん
だ
記
念
碑
的
な
建
物
だ
っ
た
。
他

に
も
、
東
京
會
舘
（
一
九
七
一
年
）
や
日
本
興
業

銀
行
本
店
（
一
九
七
四
年
）
が
半
世
紀
を
待
た
ず

に
姿
を
消
し
、
ソ
ニ
ー
ビ
ル
（
一
九
六
六
年
）
も

近
く
取
り
壊
し
が
始
ま
る
。
あ
る
意
味
で
戦
後
モ

ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
絶
頂
期
に
建
て
ら
れ
た
名
作
ば

か
り
が
次
々
に
失
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ

東
京
は
上
手
に
年
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

だ
ろ
う
。
そ
ん
な
中
、
さ
ら
に
長
い
歴
史
を
積
み

重
ね
て
き
た
渋
谷
区
神
宮
前
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
山
手
線

の
原
宿
駅
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
六
年
六
月
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
原
宿
駅

に
新
た
な
駅
舎
を
建
設
す
る
改
良
工
事
の
計
画
を

発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
五
輪

を
見
据
え
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
駅
の
利
便
性
向

上
が
目
的
だ
と
い
う
。
新
し
い
駅
舎
は
、
線
路
と

ホ
ー
ム
上
に
鉄
骨
造
二
層
で
整
備
し
、
延
床
面
積

約
一
七
〇
〇
㎡
の
規
模
に
な
る
。
一
日
約
七
万
四

千
人
の
乗
降
客
が
あ
り
、
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め

に
、
線
路
西
側
の
明
治
神
宮
側
に
も
出
入
口
を
新

設
し
、
地
下
通
路
に
よ
っ
て
竹
下
通
り
へ
続
く
竹

下
口
改
札
へ
の
接
続
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

既
存
駅
舎
を
使
い
な
が
ら
列
車
の
運
行
を
妨
げ
ず

に
工
事
を
行
う
た
め
、
工
期
は
約
五
年
に
及
び
、
全

体
の
完
成
は
二
〇
二
一
年
度
に
な
る
と
い
う
。
す

で
に
二
〇
一
七
年
一
月
に
工
事
は
着
工
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
発
表
さ
れ
た
完

成
予
想
図
や
計
画
図
に
は
、
既
存
の
木
造
駅
舎
は

描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
長
は
、「
現
在
の
原
宿
駅
の
機

能
は
全
面
的
に
新
し
い
駅
舎
に
移
行
す
る
」
と
の

方
針
を
明
示
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意

味
す
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
旧
駅
舎
の
取
り
壊
し

を
前
提
と
し
た
計
画
な
の
で
は
な
い
の
か
。
こ
う

し
た
不
安
か
ら
、
東
京
都
内
に
現
存
す
る
最
も
古

い
大
正
期
の
木
造
駅
舎
の
行
方
に
注
目
が
集
ま

り
、少
し
ず
つ
議
論
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
現
状
を
見
て
お
き
た
い
と
思

い
、二
〇
一
七
年
三
月
初
旬
、現
地
に
立
ち
寄
っ
た
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
原
宿
駅
は
、
西

側
に
明
治
神
宮
の
鬱
蒼
と
し
た
杜
と
代
々
木
公
園

の
芝
生
の
緑
が
広
が
り
、
東
側
に
は
青
山
通
り
に

向
っ
て
欅
並
木
の
美
し
い
約
一
・
一
キ
ロ
の
表
参

道
が
続
く
要
所
に
位
置
す
る
。
ま
た
、
対
面
に
は
、

一
九
六
四
年
の
東
京
五
輪
の
メ
イ
ン
施
設
と
し
て

建
設
さ
れ
た
丹
下
健
三
の
国
立
屋
内
総
合
競
技

場
、
通
称
・
代
々
木
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
プ
ー
ル
が
今

も
威
容
を
誇
る
。
一
方
で
、
北
側
に
は
若
者
文
化

の
発
信
地
と
し
て
知
ら
れ
る
竹
下
通
り
が
あ
る
な

ど
、都
市
的
ス
ケ
ー
ル
か
ら
人
間
的
な
路
地
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
の
空
間
が
集
積
し
、
東
京
を
代

翌
年
に
竣
工
し
た
の
が
、今
の
木
造
駅
舎
で
あ
る
。

　

続
く
一
九
二
六
年
か
ら
は
表
参
道
に
震
災
復
興

の
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
の
建
設
が
始
ま
り
、
翌
年
に

は
瀟
洒
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
集
合
住
宅
が

表
参
道
に
ハ
イ
カ
ラ
な
街
並
み
を
誕
生
さ
せ
る
。

し
か
し
、
平
和
な
日
々
は
そ
う
長
く
は
続
か
ず
に

戦
争
へ
と
突
入
し
、
一
九
四
五
年
四
月
十
四
日
に

は
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
焼
夷
弾
攻
撃
に
よ
り
、
明
治

神
宮
は
炎
上
、
周
囲
の
木
造
家
屋
も
ほ
と
ん
ど
が

焼
失
す
る
。
だ
が
、
原
宿
駅
は
、
約
一
〇
発
の
直

撃
弾
を
受
け
た
も
の
の
、
不
発
だ
っ
た
た
め
奇
跡

的
に
無
事
だ
っ
た
。
後
の
一
九
七
五
年
八
月
の
記

者
会
見
の
際
、
皇
太
子
（
現
在
の
天
皇
）
が
、
敗

戦
直
後
の
原
宿
に
つ
い
て
の
感
想
と
し
て
、「
疎

開
先
の
日
光
か
ら
帰
っ
て
、
一
望
焼
け
跡
の
中
に

原
宿
駅
が
ポ
ツ
ン
と
残
っ
て
い
た
」
と
強
い
印
象

を
語
っ
た
と
い
う
（『
原
宿
駅
の
し
お
り
』
日
本

国
有
鉄
道
東
京
西
局
原
宿
駅
発
行
一
九
七
六
年
）。

　

敗
戦
後
は
、
代
々
木
練
兵
場
が
進
駐
軍
に
接
収

さ
れ
、
士
官
ク
ラ
ス
の
宿
舎
が
建
設
さ
れ
て
ワ
シ

ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
へ
と
様
変
わ
り
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
原
宿
は
米
軍
の
街
と
し
て
発
展
し
、
ア
メ
リ

カ
文
化
が
育
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
日
本
が
占
領
か

ら
独
立
し
た
後
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
は
代
々

木
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
一
九
六
四
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
弾
み
と
な
っ
て
、
ア
メ
リ

カ
文
化
の
香
り
の
す
る
お
洒
落
な
街
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
、今
日
へ
と
至
る
の
で
あ
る
。

　

原
宿
駅
舎
は
、
旧
・
国
鉄
時
代
に
「
原
型
保
存

指
定
建
物
」
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
激
動
の
時
代

を
目
撃
し
、
人
々
と
共
に
歩
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
愛

さ
れ
て
き
た
歴
史
が
そ
う
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。

生
き
て
使
わ
れ
る
現
役
の
駅
舎
と
し
て
整
備
が
進

む
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

明治神宮の杜を背にした東側入口

南側の表参道から見る駅舎遠景

原 宿 駅　1924 年
都内最古の木造駅舎の行方

 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

※モノクロページは住宅に限ります。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円
　モノクロ ２ページ　１０万円
　モノクロ １ページ　　５万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2017

第 10 回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」のGallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 10 回 対象作品
「建築人」2017 年１月号から 2017 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　  （賞状と記念盾）
建築人奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には感謝状授与

■ 受賞発表
建築人 2018 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
TEL 06-6947-1961 FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（２段階審査・予定）
一次審査　建築人誌面、公開プレゼンテーションにより選定
二次審査　現地確認により選定

■ 審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）
　　　　　共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
本年度より建築人審査委員長

記憶の建築
松隈　洋


